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Ⅰ　はじめに
－子育て広場における実習教育を立ち上げるまでの経緯―

　2007 年、大阪府柏原市は都市基盤整備事業である
JR 柏原駅前再開発ビルの公益施設棟に子育て広場を
設置することを決議した。この広場の開設に際して市
は本学に運営・活用方法について連携協力を依頼し、
それを受けて本学は学内から募集したプランから 5項
目を選び市に提案することとなった。その中の 1つが
｢地域と大学が連携して未来をひらく次世代を育成し
ていくプログラム」であり、その実施内容の 1つが「子
育て広場における大学生の体験実習教育」である。
　このプログラム全体の目的は（1）現役子育て世帯
への支援、（2）発達段階から見て親になる前段階の世
代という意味に照らして「プレ親世代」である学生の
人格的成長、（3）地域住民の生涯学習的効果と子育て
支援のための人的資源の開拓、（4）福祉・教育等の現
場における新たな試みの展開、（5）地域活性化である。
「学生の体験実習」は、これらの主に（2）プレ親世代
である学生の人格的成長と（1）現役子育て世代への
支援に該当する。つまり現役子育て世代の支援の場で
ある広場に学生が入り乳幼児の遊び相手となったり母
親の世話の補助をすることが広場利用の親子の直接的
支援になると同時に、乳幼児とふれあったり母親の話
を聞いたり親子と交流することが学生の人格的成長、
「親性」の発達に深く寄与されることが期待されての
ことであった。市は、次世代育成支援の観点からこの
子育て広場における大学生の実習教育の案件を採用し
本学と連携しながらすすめていくことになった。

かくして 2007 年 11 月 19 日、子育て広場「ほっと
ステーション」は開所された。運営は地区福祉委員、
民生児童委員、主任児童委員、行政協力委員、本学教
職員等からなるほっとステーション運営委員会が担
い、柏原市が財政面を負担すると共に、健康福祉部か
ら専任保育士 2名と非常勤保育士 1名を配置した。開
所時間は年末年始を除く月曜日から金曜日の 9時か
ら 5時、その間は保育士 3名と地区ボランティア 2名
が常駐する。子育て広場に専任保育士が 2名も常駐さ
れるのは本学の実習生の受け入れ態勢を整えるためで
もある。1年余りの準備期間を経て 2009 年度春から、
本学社会福祉学部臨床心理学科の学生が「臨床心理学
実習Ⅲ」の科目内において選択制で子育て広場におけ
る体験実習を行う運びとなった。
なお、開設から 1年を経た 2008 年 11 月 19 日には

1119 組の親子が広場の利用登録をし、2009 年 3 月末
現在の延べ利用者は 2万人を超す。1日あたりの平均
利用者数は 91 名（保護者 42 名、乳幼児 49 名）、生後
1ヶ月から 3歳までの乳幼児と保護者が主な利用対象
である。

Ⅱ　今日における「親性」を育てることの意義
―次世代育成支援の観点から―

子育て広場において大学生が乳幼児親子と交流する
体験の意味は何であろうか。発達心理学の領域では、
親としての資質を「親性」という概念で捉え、親性の
形成に関する知見を蓄積してきた。「親性」とは、性
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別や年齢、能力に関係なく、また生みの親か否かにも
関わらず、すべての人がもつ「育ち行く命である子ど
もを親として慈しみ育もうとする心性」、あるいは「次
世代の再生産と育成のための資質」（伊藤 , 2006）と
定義されている。他にも「親になる準備性」（中西・
牧野 , 1989）、「次世代育成力」（原 , 1991）、「育児性」（大
日向 , 1991）、「養護性：nurturance」（小嶋 , 2001）
といったことばも同様の意味を表す概念として用いら
れている。このような「親性」の形成は、従来の比較
行動学や発達心理学等の研究から、本能によってのみ
規定されるものではなく、むしろ生育過程において育
成されていく面が大きいと考えられている。つまり親
になるプロセスは、人格形成の一環として生来的な基
盤の上に幼少期からの体験が積み重なって形成されて
いくものといえる。例えば、幼少時に子どもの世話を
したり遊んだりした経験が多いこと、また自分が母親
からやさしく世話を受けたと認識していることが、母
親の子ども好きや子どもについて肯定的なイメージと
関連があることが見出されている。また、男女を問わ
ず親準備性の高い者は、低いものに比して赤ちゃんを
抱いたりおんぶした経験、子どもと遊んだり世話をし
た経験をより多くもつことが明らかにされている（中
西・牧野，1989）。
昨今、母子保健や保育・心理臨床など子育て支援

や親支援の現場において、育児下手や育児不安の親の
増加・児童虐待の深刻化への危機感から、「親になっ
てからでは遅い。親になる前から支援を開始する必要
がある」といった声が聞かれる。これらの状況を緩和
するために、妊娠・出産を経験するよりもはるか以前
の発達段階で乳幼児と遊んだり世話をする体験を積
む、すなわち親になるための準備を始めることの重要
性が指摘されている。思春期からの「親性準備性」の
育成を目的として、平成 10 年から順に中学、高校と
家庭科の学習指導要領には保育体験学習を導入する等
の取組みが推進されてきた。他にもボランティアや職
業体験等で年少児と交流する機会を組み入れるなどの
努力が教育現場でなされている。それでもなお経年変
化の研究から、幼児とかかわる母親の行動が子どもの
視点に立てなくなったという報告や、母親の不安が増
大し育児行動が変化したという調査報告が後を絶たな
い。子育ての窮状は想像以上に速いスピードで深刻化
し何らかの対策が必要である、と子育て臨床の現場で

は感じ取られている。
本実習の試みも、次世代育成を担う大学生個人の

人格形成としての親性の涵養という広汎な目的を背景
に据えている。次世代育成支援を視野に入れた上で、
臨床心理学科の専門教育の一環として子育て広場とい
う場を有効に活用し、教育内容の充実を図ることを目
的とするものである。

Ⅲ　「臨床心理学実習Ⅲ」の授業目的と内容

1．授業目的

　本学臨床心理学科の臨床心理学実習はⅠ～Ⅳまであ
り、コミュニケーション ･スキルを学ぶことに始まり、
各種心理療法の理論と技法について体験的に学ぶこと
を目的としている。履修年度は 3年生から 4年生で、
臨床心理学実習Ⅲは 4年生春学期開講の必修科目であ
る。学外実習と学内での実習講義（「認知行動療法の
基本スキルおよび SSTに関する実習」）との選択制を
とり学生は自由に選べるようにしている。これは、本
実習が資格取得要件となるものではないこと、対象と
なる広場利用者親子への配慮、広場の収容者数の限度、
学生の動機付けや意思を尊重してのことである。2009
年度に履修した学生は臨床心理学科 64 名であった。
シラバスに提示されている本科目の主題と目的は、

「臨床心理学的な視点をもって、地域と交流してみよ
う：柏原市の子育て広場ほっとステーションで、乳幼
児の親子とかかわる体験を通して臨床心理学的視点か
ら子育てを支援する意味や方法について学び考えを深
める。また受講学生の異世代の人とかかわる力、親性
を養うことも目的とする。」である。
学生が修得をめざす本科目の臨床心理学的課題は、

次の 3項目である。
① 他者とかかわる：これまでに習得したコミュニケ
ーション・スキルを実践して、乳幼児や保護者、
中高年の地域ボランティアとのコミュニケーショ
ンを図る。

② 乳幼児の発達を知る：これまでに学んだ発達心理
学の知識を基に、実際に 0歳から 3，4 歳の乳幼
児と交流することで人格形成の基盤となる発達早
期の様相について知る。

③ 「支援」の意味を考える：子育て広場はより広い
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意味での支援としての役割を担うが、その支援は
必ずしも直接的ではなく見守りが中心で予防的な
意義が大きい。対象となる利用者も一般の健常な
親子が多い。個人療法や、医療モデルに則らない
心理的支援の場を体験することから、「支援」の
意味について改めて考える。
いずれの課題もハードルはそれほど高くなく、資

格と関連しない実習ということで実習目的が漠然とし
ているように見えるが、臨床心理学教育の集大成の 1
つとして基礎から応用にまで通じる課題である。

2．授業計画と実習の枠組み

2009 年度の授業計画を表 1に示す。学期の初めは、
支援事業と施設の概要、子どもの発達と親子関係、実
習に際しての注意事項等の講義を行ない、実習担当の
保育士もゲストスピーカーとして講義に参加した。
広場での実習は、2時間を 1単位として合計 5回・

計 10 時間を課すこととした。実習の時間帯は 1日を
3枠に分け 1枠に付き 7人までと制限したうえで、学
生が各自、時間を予約して行くようにした。実習の翌
週は学内でカンファレンスの時間を持ち、より望まし

い対応や疑問点について感想や意見交換をして振り返
りを行なった。また毎回実習記録を書き、実習担当保
育士に現場における指導を依頼した。

　実習生が広場に入らせてもらうことは、ほっとステ
ーション運営委員会で報告され、お母さん方へも保育
士から通達されている。しかし実習の目的などは伝わ
りにくく、学生とお母さん方の交流も距離感が感じら
れたため、実習 2回目のカンファレンスで、学生から

お母さん方への一言メッセージを書き広場に掲示して
もらうこととした。それに対してお母さん方から学生
へに対して一言メッセージが返され、まとめの授業時
に届けられた。学生とお母さん方からのメッセージの
一部を表 2に示す。　

表 1　臨床心理学実習Ⅲの授業計画

表 2　体験実習のポイント



総合福祉科学研究246

●  ●  ○ 子育て広場における臨床心理学実習の実践報告̶大学生の親性教育の試みについて̶

Ⅳ　実習に対する学生の意識と評価

1．学生の親準備性に対する実態

学生の乳幼児とのふれあい体験の実態を把握する
ために、授業開始時に質問紙調査（「子どもとの接触
体験（佐々木ら，2007）」ほか）を行なった。
臨床心理学科 4年生全体の子どもとの接触体験は、

乳幼児を抱いた経験がよくあると答えた学生は 22.0
％、まったく経験がない学生は 19.5％であった。遊ん
だ経験がよくあると答えた学生は、0歳児 20.2％、1
～ 3 歳児 34.5％で、遊んだ経験がないと答えた学生は
0 歳児 32.2％、1 ～ 3 歳児 10.9％であった。およそ 3
分の 2以上の学生が乳幼児との接触体験を持っている
ことになる。

表 3　お母さん方から学生への手紙
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2．子育て広場での体験から学生が得たこと

①乳幼児とかかわる、乳幼児の発達を知る
　お母さん方の理解と地域ボランティアやスタッフの
協力もあり、ほとんどの学生が赤ちゃんを抱っこする
経験をさせてもらった。1、2 ヶ月の赤ちゃんを抱か
せてもらった学生も少なくなく、「首が座らない」と
いう状態を初めて実感したという感想があった。また、
人見知りの時期の子どもが多いため、なかなか近づか
せてもらえないことを経験した学生も多く、そこから
乳児の母親への愛着と知らない人への警戒を実感した
り、反応の違いから子どもの個性の幅を観察する学生
もいた。また子どもの遊び方や興味・関心の方向性か
ら、発達段階の諸相を理解する学生も多かった。
かかわり方に関しては、赤ちゃんに泣かれて困っ

たり、ことばがしっかりと話せない子どもへの対応に
苦慮した学生が多く、当初はぎこちなかったかかわり
も非言語的コミュニケーションを駆使しながら次第に
距離を縮めていったようである。
②お母さんとコミュニケーションをとる
　学生にとってお母さんとコミュニケーションをとる
ことは、子ども以上に難しかったようである。しかし
回を重ねるうちにチャレンジする学生も増え、話して
みると好意的に話してくれるお母さん方と子育ての苦
労や妊娠、出産、結婚まで話が広がっていく者も多か
った。しかしただ世間話をするのではなく、その会話
から母親の大変さや悩みなどを感じとり、広場の意義
へと考えを深めていく学生も多かった。　
③「支援」の意味を考える
　医療や専門的な相談機関の個人療法などとは対極に
あるような子育て広場で行われている支援について、

学生は色々な意味を感じとっていたようである。広場
に来る目的も千差万別で、午前は保育士が一斉に行う
体操や手遊び、絵本などを目あてに来る母親が多いな
ど時間帯によって親子の雰囲気やニーズが異なること
を指摘する学生も多かった。それら母親の様子に合わ
せてさりげなく保育士が声をかけたり配慮する姿を捉
えている学生も多かった。

Ⅴ　まとめ

　子育て広場での実習という好機に恵まれ、それを学
生の教育に活かそうと試みる取り組みについて実践報
告をした。授業でなくてもボランティアでもいいので
はないかという声もあろうが、当初、市の保育士の提
案はカリキュラムの中に組み込める方法はないかとい
うことであった。この真意はやはり動機付けの高い学
生だけではなく、あまり子どもに興味のない学生に対
してこそ、乳幼児親子とかかわる経験をして欲しい、
という親性育成への願いがこめられていたように思
う。また、教養課程の学生や保育士などを志望する学
生等を対象とする方が望ましいとも考えられるが、「育
ち」を対象とする心理臨床に携わる一人としては、生
身の人間を対象とする臨床心理学の専門教育にも充分
活用できるという感触をもって臨んだ。
　学生の感想の中にも「就職等で忙しい時期ではあっ
たが、4年生のこの時期だからこそ見えてくるものも
あった」と書かれていた。この実習は講義で学んだ理
論やスキルを、実践的に応用しながら体得することに
活用できたのではないかと考える。また、「人を育てる」
「育つ姿をみる」ということは、わが子に限るもので
はなく、社会の中で生きていくうえで必要な営みと言
える。今後さらにこの実習を、学生が自ら社会と関わ
り経験し学ぶ場、人間的成長を得られる場として、次
世代を担う学生の教育に活かしていく方法を考えてい
きたい。

表 4　臨床心理学科4年生の子どもとの接触等の体験（%）
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